
 

令和２年６月３０日 

外郭団体のあり方検討（案） 

 

１ 経過 

 

➢存在意義の薄れた団体は廃止・統合 

（平成 16年度）２３団体 ⇒ （令和 2年度）１３団体 

 

２ 見直しの観点 

（１）団体の将来像 

  ➢市の政策の方向性や団体運営の透明性、競争性、効率性及び専門性を踏まえ、団体の将来

像を整理 

 

（２）団体の自立性 

  ➢組織・体制が自立的（自律的）に運営されるよう点検（市の人的・財政的関与） 

 

（３）効率性の検証 

➢ICTやシステムなどを市や他の外郭団体と共同で運用するなどを検討 

 

（４）新たなミッション 

  ➢必要に応じて団体に新たなミッションを検討 

 

３ スケジュール案 

７月    各団体運営・事業等点検シートの作成【所管局・外郭団体】 

８月～９月 団体運営・事業等の点検（サマーレビュー）【副市長・所管局・総務局】 

１０月   今後の取組方針をとりまとめ 

   予算要求 

年度 概要 

平成 23年 2月 外郭団体の全事業を総点検のうえ、改革の方向性を示した「外郭団体の

見直し方針」を策定 

平成 24年度～ 外郭団体が自律的な経営基盤を確立するため、「堺市外郭団体経営評価シ

ステム」を導入し、毎年度経営評価（自己評価・外部評価）を実施 

※平成 27年度から中期経営計画（期間 3年）を策定 

（現中期経営計画は平成 30年度～令和 2年度） 

平成 30年度 「第 3期行財政改革プログラム」（計画期間 3年）を策定 

※各団体の役割、今後の方向性を示す外郭団体改革を掲載 

令和元年度 外郭団体が関連する事業も含め、市において事業見直しを実施 

行革推進本部会議（資料４） 


